
沖
ノ
島
の
自
然
と
祭
祀
遺
跡

岡
　
崇

は
じ
め
に

「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
が
世
界
遺
産
登
録
五
周
年
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念
し
て
、
海
の
道
む
な
か
た
館
で
は
「
祈
り
の
原
風
景
―
沖
ノ
島
の
豊
か

な
自
然
展
―
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
企
画
展
は
信
仰
の
原
点
で
あ
る
自
然
を
テ
ー
マ

に
、戦
前
戦
後
に
実
施
さ
れ
た
沖
ノ
島
の
自
然
に
関
す
る
調
査
報
告
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

二
〇
二
二
年
五
月
末
と
六
月
上
旬
に
実
施
し
た
福
岡
県
希
少
生
物
沖
ノ
島
調
査
で
得
ら

れ
た
知
見
を
踏
ま
え
、
現
在
の
地
質
や
植
物
、
動
物
（
哺
乳
類
・
爬
虫
類
・
鳥
類
・
陸

生
貝
類
・
昆
虫
類
）
を
紹
介
し
た
。

本
稿
で
は
、
沖
ノ
島
研
究
の
第
一
巻
で
「
沖
ノ
島
の
自
然
」
を
寄
稿
し
て
以
来
、
こ

れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
沖
ノ
島
の
自
然
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
を
紹
介
し
、
沖
ノ
島
で
の
祭

祀
の
場
と
な
っ
た
巨
岩
と
植
物
に
つ
い
て
再
考
す
る
。

一
　
昭
和
十
年
代
の
沖
ノ
島
の
地
名

「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
研
究
報
告
Ⅰ
に
集
録
さ
れ
て
い
る
「
宗
像
の
島
々
：

小
呂
島
、
沖
ノ
島
、
大
島
の
歴
史
と
地
誌
」pp.

⑤

－27

（157

）
服
部
英
雄
氏
の
な

か
で
ユ
ス
谷
や
山
路
川
の
所
在
が
確
認
で
き
な
い
と
さ
れ
た
が
、
一
九
三
五
年
に
発
刊

さ
れ
た
第
一
巻
第
六
号
福
岡
博
物
学
雑
誌
に
は
、著
者
の
竹
内
亮
（
た
け
う
ち
ま
こ
と
）

氏
に
よ
る
原
図
で
あ
る
「
沖
の
島
の
地
形
見
取
り
図
」
の
な
か
に
そ
れ
ら
の
地
名
と
位

置
が
記
さ
れ
て
い
た
。

ユ
ス
谷
の
ユ
ス
は
イ
ス
ノ
キ
の
方
言
で
あ
る
と
書
か
れ
、
白
岳
の
北
側
に
延
び
る
谷

に
イ
ス
ノ
キ
が
数
多
く
生
育
し
て
い
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
山
路
川
は
オ
タ
カ
に
流
れ
出
る
谷
の
名
称
の
よ
う
で
、
実
際
に
は

水
量
な
ど
は
な
く
ワ
ジ
川
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
谷
と
オ
タ
カ
の
付
け
根
に
は

今
も
二
つ
の
井
戸
が
あ
り
、
こ
れ
を
当
時
は
御
神
水
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
神

宝
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
植
物
標
本
の
な
か
に
あ
っ
た
一
九
六
二
年
に
採
集
の
ミ
ド
リ

ハ
コ
ベ
の
ラ
ベ
ル
に
は
、採
取
地
点
の
表
記
に
ビ
ッ
ク
リ
坂
の
名
称
が
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
と
き
ビ
ッ
ク
リ
坂
が
ど
こ
な
の
か
不
明
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
原
図
に
よ
っ
て
、
今

の
南
側
に
面
し
た
管
理
道
の
急
な
坂
道
を
指
す
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

二
　
新
種
の
発
見
と
絶
滅

沖
ノ
島
か
ら
過
去
の
調
査
で
新
種
と
し
て
登
録
さ
れ
、
学
名
に
沖
ノ
島
を
冠
す
る
三

種
を
紹
介
す
る
。
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第二図　新「沖の島の地形見取り図」の地名

第一図　沖の島の地形見取り図（第一巻第六号福岡博物学雑誌1935より貼付）
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オ
キ
ノ
シ
マ
コ
ジ
ネ
ズ
ミ
→
後
に
オ
キ
ノ
シ
マ
ジ
ネ
ズ
ミ
と
改
名

（Crocidura suavealens okinoshim
ae (K

ur.4 U
chida)

）

名
称
か
ら
ネ
ズ
ミ
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
モ
グ
ラ
に
近
い
仲

間
で
あ
る
。
だ
が
、
モ
グ
ラ
の
よ
う
に
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
地
中
で
過
ご
す
と
い
う
こ

と
は
な
く
、
草
原
地
帯
の
叢
の
な
か
を
は
い
回
っ
て
生
息
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

数
多
く
生
息
し
て
い
た
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
代
に
は
、
現
地
調
査
に
よ
っ
て
オ

ス
一
匹
が
捕
獲
さ
れ
、
こ
の
と
き
オ
キ
ノ
シ
マ
コ
ジ
ネ
ズ
ミ
と
い
う
名
で
タ
イ
プ
標
本
と

し
て
九
州
大
学
に
保
管
さ
れ
た
。
そ
の
後
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
に
三
体
の
メ
ス

の
死
体
が
捕
獲
さ
れ
顎
な
ど
の
特
徴
か
ら
ジ
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
現
在
は
オ
キ
ノ
シ
マ
ジ
ネ
ズ
ミ
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
以
降
沖
ノ
島
で
は
本
種
の

報
告
や
確
認
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今

年
六
月
の
ほ
乳
類
調
査
で
も
生
息
し
て

い
そ
う
な
大
麻
畑
に
数
多
く
の
仕
掛
け

を
施
し
た
が
全
く
捕
獲
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
死
体
す
ら
見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
絶
滅
し
た
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
タ
イ

プ
標
本
は
九
州
大
学
移
転
に
伴
っ
て
標

本
の
存
在
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

た
が
、
ほ
乳
類
担
当
の
渡
部
登
氏
の
協

力
で
、
約
七
十
年
ぶ
り
に
九
州
大
学
の

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
の
冷
蔵
庫
の
な
か
で

保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

残
念
な
が
ら
今
は
生
き
て
い
る
姿
を
現
地
で
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今
後
、

D
N
A
鑑
定
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
沖
ノ
島
に
い
た
単
な
る
ジ
ネ
ズ
ミ
の
仲
間

な
の
か
オ
キ
ノ
シ
マ
ジ
ネ
ズ
ミ
と
し
て
の
固
有
の
亜
種
な
の
か
判
別
で
き
る
日
も
近
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

オ
オ
ユ
リ
ワ
サ
ビ
（Eutrem

a okinosim
ense (T

aken)

）

沖
ノ
島
が
ホ
ロ
タ
イ
プ
と
し
て
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
ご
ろ
に
新
種
記
載
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
当
時
の
オ
オ
ユ
リ
ワ
サ
ビ
の
生
育
地
に
つ
い
て
は
「
渓
谷
の
湿
地
に
生

じ
大
麻
畑
、
御
神
水
、
ユ
ス
谷
な
ど
に
未
ら
る
。
大
麻
畑
に
は
樹
陰
に
稍
大
成
る
群
落

を
成
せ
り
。
特
産
な
り
。」
と
記
さ
れ
、
湿
っ
た
谷
地
に
か
な
り
の
数
の
株
が
生
育
し

て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
一
九
六
四
年
の
報
告
に
は
、「
大
麻
畑
一
ヶ
所
に
群
生
し
て

い
る
。
御
神
水
、
ユ
ス
谷
少
。」

と
記
さ
れ
、
戦
後
も
ま
だ
生
育

が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
福
岡
県
希
少
野
生
生
物
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
二
〇
一
一
で

は
つ
い
に
絶
滅
と
な
り
今
で
は

沖
ノ
島
で
の
生
育
が
確
認
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本

で
は
、
沖
ノ
島
で
の
発
見
後
、

徳
島
県
や
福
島
県
、
北
海
道
か

ら
も
生
育
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

写真一　オキノシマジネズミの標本（九州大学所蔵）

写真二　オオユリワサビの標本（宗像大社神宝館所蔵）
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な
っ
て
い
る
杉
も
幹
の
大
き
さ
か
ら
約
三
〇
〇
年
前
に
植
樹
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
社
殿
が
建
立
さ
れ
た
際
に
植
樹
さ
れ
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
ウ
メ
（
献
木
一
九
三
五
社
殿
裏
一
九
六
四
）
や
ス
モ

モ
（
献
木
一
九
三
五
）、
ビ
ワ
（
沖
津
宮
社
殿
付
近
林
下
に
点
在
。
移
植
原
木
よ
り
繁

茂
せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
一
九
三
五
）、
ミ
カ
ン
（
献
木
一
九
三
五
）、
ザ
ボ
ン
（
献
木

一
九
三
五
社
殿
裏
献
木
一
九
六
四
）
な
ど
の
果
物
類
が
社
殿
周
辺
に
生
育
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
沖
ノ
島
に
自
生
し
な
い
上
記
の
果
物
類
が
い
つ
ご
ろ
献

木
と
し
て
移
植
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
島
に
食
料
と
し
て
果
実
の
な
る
樹
木

を
植
え
た
い
と
い
う
心
理
は
、
神
様
に
も
捧
げ
る
と
い
う
意
味
も
含
め
人
の
行
為
と
し

て
む
し
ろ
自
然
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
ミ
カ
ン
の
原
型
と
さ
れ
る
タ
チ

バ
ナ
も
（
喬
木
林
中
に
点
在
し
稀
な
り
一
九
三
五
社
殿
付
近
林
中
少
一
九
六
四
）
生
育

し
て
い
た
と
の
報
告
も
あ
り
、
青
柳
種
信
『
瀛
津
島
防
人
日
記
』
の
「
家
に
有
り
橘
樹

を
も
て
ま
い
り
て
御
前
に
植
え
る
。」
が
生
育
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
戦
前
に
渡
島
し
た
も
の
が
植
樹
し
、
次
に
渡
島
し
た
も
の
が

実
っ
た
果
実
を
口
に
で
き
る
よ
う
代
々
植
樹
し
て
き
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
そ
の
必
要
性
も
な
く
な
り
、
沖
ノ
島
の
自
然
環
境
に
も
適
応
で

き
ず
絶
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
巨
岩
群
と
植
物

視
覚
的
に
圧
倒
さ
れ
る
巨
岩
群
と
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
植
物
群
、
聴
覚
的
に
心
地
の

良
い
風
の
音
、
波
の
音
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、
嗅
覚
的
に
陸
地
を
感
じ
さ
せ
る
シ
マ
モ
ク

オ
キ
ノ
シ
マ
ツ
チ
ゾ
ウ
ム
シ
（T

rachyhilus okinoshim
anus M

orim
oto

）

昆
虫
で
は
沖
ノ
島
唯
一
の
固
有
種
で
、
二
〇
一
五
年
に
新
種
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。

ツ
チ
ゾ
ウ
ム
シ
属
と
し
て
は
大
型
で
体
長
五
～
五
・
五
㎜
、
緑
と
銅
色
の
鱗
片
を
持
つ

個
体
が
あ
る
。
沖
ノ
島
に
今
も
生
息
す
る
唯
一
の
新
種
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
沖
ノ
島
に
生
息
す
る
パ
ラ
タ
イ
プ
と
し
て
は
、
ヨ
ツ
ボ
シ
ハ
ナ
コ
ブ

ヒ
メ
ゾ
ウ
ム
シ
（
体
長
三
～
四
㎜
）
や
ハ
マ
ベ
ヒ
メ
テ
ン
ト
ウ
（
体
長
二
㎜
）
が
知
ら

れ
て
い
る
。

三
　
原
始
林
の
な
か
の
植
樹

「
沖
の
島
原
始
林
」
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
現
在
も
「
一
木
一
草

一
石
た
り
と
も
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
禁
忌
に
よ
っ
て
手
厚
く
保
護
さ
れ

て
い
る
が
、
逆
に
本
土
か
ら
植
林
さ
れ
た
樹
木
も
多
く
、
現
在
の
沖
津
宮
の
ご
神
木
と

写真三　オキノシマツチゾウムシの標本（城戸
克弥氏提供）
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セ
イ
の
花
の
さ
わ
や
か
な
香
り
や
オ
オ
ミ

ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
独
得
な
香
り
、
こ
れ
ら
を

総
合
的
に
感
じ
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
沖
ノ

島
に
神
の
存
在
を
意
識
す
る
感
覚
が
生
ま

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
ら
が
基
盤
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
る

磐
座
神
籬
が
沖
ノ
島
祭
祀
の
場
と
し
て
成

立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
一
）
祭
祀
遺
跡
の
巨
岩
群

沖
ノ
島
の
巨
岩
群
は
、
白
色
凝
灰
岩
と

呼
ば
れ
る
火
山
由
来
の
岩
石
で
あ
る
。
沖

ノ
島
そ
の
も
の
を
構
成
す
る
岩
石
は
、
南

西
隅
の
一
部
に
露
出
す
る
対
州
層
群
と
呼

ば
れ
る
頁
岩
と
砂
岩
の
互
層
で
構
成
さ
れ

る
堆
積
岩
が
基
底
層
と
な
り
、
そ
の
頁
岩

を
巻
き
込
ん
で
堆
積
し
た
凝
灰
岩
と
さ
ら

に
島
本
体
の
大
部
分
を
占
め
る
白
色
凝
灰

岩
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
沖
ノ
島

祭
祀
遺
跡
の
巨
岩
は
白
色
凝
灰
岩
が
節
理

に
そ
っ
て
割
れ
、
沖
ノ
島
の
母
体
か
ら
剝

れ
落
ち
た
も
の
が
再
度
、
転
石
と
し
て
地

面
に
留
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
沖
ノ
島
の
全
体
的
な
地
形
を
見
て
も
島
の
北
側
は
、
比

較
的
緩
傾
斜
で
あ
る
の
に
対
し
、
南
側
は
急
傾
斜
と
な
っ
て
い
て
、
安
定
勾
配
と
な
る

標
高
九
〇
ｍ
よ
り
下
方
の
谷
地
に
巨
岩
の
転
石
が
認
め
ら
れ
る
。こ
の
よ
う
な
場
所
は
、

黄
金
谷
を
は
じ
め
兵
舎
跡
付
近
な
ど
島
の
南
側
に
点
在
す
る
が
、
祭
祀
の
場
と
し
て
使

わ
れ
た
巨
岩
は
沖
津
宮
社
殿
の
前
を
南
北
に
走
る
小
規
模
な
谷
地
形
に
沿
っ
て
点
在
す

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
巨
岩
転
石
群
の
特
徴
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

黄
金
谷
は
沖
ノ
島
の
中
で
も
広
く
深
い
谷
で
あ
り
、
巨
岩
群
は
祭
祀
遺
跡
周
辺
よ
り

も
個
々
の
岩
の
規
模
が
大
き
く
数
も
多
い
こ
と
か
ら
人
が
一
度
入
り
込
む
と
方
向
感
覚

を
失
い
危
険
で
あ
る
。
沖
ノ
島
の
最
高
峰
で
あ
る
一
ノ
岳
は
直
接
望
む
こ
と
は
で
き
る

が
、
全
体
的
に
は
直
接
海
を
望
め
る
場
所
は
少
な
い
。
ま
た
、
オ
オ
タ
ニ
ワ
タ
リ
の
群

生
地
も
あ
り
、
常
に
湿
度
が
高
く
風
通
し
の
あ
ま
り
よ
く
な
い
環
境
で
あ
る
。

兵
舎
跡
周
辺
の
巨
岩
群
は
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
周
辺
の
巨
岩
群
と
似
た
規
模
で
、
主

に
沖
ノ
島
の
西
側
崖
面
か
ら
剝
れ
落
ち
た
も
の
で
あ
る
。
転
石
の
場
所
か
ら
は
、
直
接

一
ノ
岳
を
望
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、海（
南
側
か
ら
南
西
側
）を
望
む
こ
と
は
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
考
え
る
と
一
ノ
岳
を
望
む
こ
と
が
で
き
、海
（
南
側
か
ら
南
東
側
）

も
望
む
こ
と
が
で
き
る
好
条
件
に
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
巨
岩
群
が
位
置
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

（
二
）
祭
祀
遺
跡
を
取
り
巻
く
植
物
群

沖
ノ
島
に
お
い
て
生
育
し
て
い
た
植
生
が
古
代
か
ら
現
在
に
か
け
て
全
く
同
じ
種
類

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
指
定
名
称
に
も
な
っ
て
い
る
「
沖
の
島
原
始
林
」

を
代
表
す
る
タ
ブ
ノ
キ
や
シ
マ
モ
ク
セ
イ
、
マ
サ
キ
、
ム
サ
シ
ア
ブ
ミ
な
ど
大
き
く
変

写真四、五　沖ノ島祭祀遺跡から見た一ノ岳と海域（九州本土側）
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な
植
生
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

高
木
層
で
は
、
タ
ブ
ノ
キ
を
筆
頭
に
シ
マ
モ
ク
セ
イ
、
ホ
ル
ト
ノ
キ
、
ク
ワ
ノ
ハ
エ

ノ
キ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
上
位
を
占
め
る
。
中
木
層
は
、
マ
サ
キ
、
ア
オ
キ
、
ヒ
ゼ
ン
マ

ユ
ミ
、
ヤ
ツ
デ
な
ど
が
主
に
生
育
し
、
低
草
類
で
は
、
ヤ
ブ
ラ
ン
、
ノ
シ
ラ
ン
、
オ
オ

ナ
ル
コ
ユ
リ
、
ム
サ
シ
ア
ブ
ミ
、
ヒ
ゲ
ス
ゲ
な
ど
、
蔓
性
植
物
で
は
フ
ウ
ト
ウ
カ
ズ
ラ

が
岩
を
覆
い
、
シ
ダ
植
物
で
は
オ
オ
タ
ニ
ワ
タ
リ
を
筆
頭
に
オ
ニ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
、
オ
リ

ヅ
ル
シ
ダ
な
ど
が
祭
祀
遺
跡
を
演
出
し
て
い
る
。

五
　
自
然
調
査
の
今
後
の
展
望

古
く
は
正
平
年
中
行
事
の
な
か
で
「
瀛
よ
り
竹
を
従
え
り
」
と
あ
る
よ
う
に
十
四
世

紀
代
に
は
、
沖
ノ
島
に
竹
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、『
瀛
津
島
防
人
日
記
』
で
は
、
ビ
ロ

ウ
の
存
在
や
金
色
の
海
鼠
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
と
も
記
さ
れ
て
い
た
。

大
正
十
五
年
に
「
沖
の
島
原
始
林
」
と
し
て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
に
入
っ

て
か
ら
は
、
動
植
物
の
調
査
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
な
か
で
も
昆
虫
類
や
陸
生
貝
類
で

は
、
同
種
と
い
え
ど
も
対
馬
産
と
九
州
本
土
産
と
で
は
特
徴
が
異
な
る
事
か
ら
そ
の
中

間
に
位
置
す
る
沖
ノ
島
で
は
ど
う
な
の
か
と
い
っ
た
具
合
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
者
か

ら
注
目
を
浴
び
調
査
報
告
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

禁
忌
に
よ
っ
て
一
般
の
人
々
の
上
陸
を
制
限
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
と

は
い
え
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
オ
オ
ユ
リ
ワ
サ
ビ
や
オ
キ
ノ
シ
マ
ジ
ネ
ズ
ミ
の
絶
滅

（
こ
の
ほ
か
に
も
ヒ
ゴ
タ
イ
、
コ
バ
ノ
イ
ラ
ク
サ
、
ハ
イ
ビ
ャ
ク
シ
ン
、
ツ
メ
レ
ン
ゲ

も
現
在
確
認
さ
れ
て
い
な
い
）、小
屋
島
で
は
一
九
八
七
年
以
降
ネ
ズ
ミ
の
侵
入
に
よ
っ

化
す
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
と
な
る
と
現

在
目
に
す
る
沖
ノ
島
祭
祀

遺
跡
の
巨
岩
群
と
植
物

群
が
一
体
と
な
っ
た
情
景

は
、
古
代
か
ら
現
在
ま
で

さ
ほ
ど
大
き
く
変
化
し
て

い
な
い
こ
と
に
な
る
。
沖

ノ
島
全
体
を
み
る
と
残
念

な
が
ら
、
戦
前
戦
中
の
軍

道
や
砲
台
、
弾
薬
庫
、
兵

舎
な
ど
軍
事
施
設
の
整
備

が
大
き
な
影
響
を
受
け
、

所
々
伐
採
も
お
こ
な
わ
れ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
沖
津

宮
社
殿
周
辺
は
軍
で
あ
っ

て
も
手
を
付
け
な
い
と
い

う
宗
像
神
社
と
の
約
束
が

守
ら
れ
今
も
原
生
状
態
が

維
持
さ
れ
て
い
る
。

沖
津
宮
社
殿
周
辺
の
祭

祀
遺
跡
内
は
、
ど
の
よ
う

写真六　沖ノ島祭祀遺跡と植生（一例）
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て
希
少
種
の
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
、
ヒ
メ
ク
ロ
ウ
ミ
ツ
バ
メ
が
激
減
し
貴
重
な
繁
殖

地
が
脅
か
さ
れ
、生
息
数
は
未
だ
戻
っ
て
い
な
い
。最
近
で
は
沖
ノ
島
の
特
徴
で
も
あ
っ

た
巨
大
化
し
て
い
た
ム
サ
シ
ア
ブ
ミ
や
ナ
ン
ゴ
ク
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ
の
葉
の
小
型
化
や
タ

ブ
ノ
キ
の
枯
損
率
の
高
さ
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

世
界
遺
産
の
価
値
を
保
存
す
る
こ
と
は
祭
祀
遺
跡
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
合
わ
せ
自
然

環
境
の
変
化
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
観
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
沖
ノ
島
の
基
礎
資
料

と
な
る
デ
ー
タ
は
比
較
的
整
っ
て
い
る
方
で
は
あ
る
が
、
今
回
動
植
物
の
一
覧
表
を
整

理
す
る
中
で
昆
虫
類
で
は
、
ハ
チ
目
や
バ
ッ
タ
目
、
ト
ン
ボ
目
な
ど
の
種
類
が
ほ
と
ん

ど
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
キ
ノ
コ
類
や
菌
類
の
調
査
に
お
い
て
は
手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ

る
。
ま
た
、
島
か
ら
持
ち
出
し
て
分
析
を
す
る
こ
と
も
禁
忌
に
よ
っ
て
不
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
島
内
で
の
調
査
手
法
や
保
存
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宗
像
市
世
界
遺
産
課
）
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